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テーマＡ－２【小学校 算数】

唐津市立入野小学校 教諭 北村 一康

要 旨

「活用する力」を高めるには，既習事項や他者の考えを児童が自らの考えと関連付け，それを生

かしながら考察していくことが重要であると考える。本研究では，問題解決的な学習の練り合いの

場面に，既習事項を基にして互いの考えを比較し関連性の検討を行う「考えをつなぎ合う活動」を

取り入れた。その結果，児童は問題解決の基になる既習事項や話し合いの中で感じた友達の考えの

よさを強く意識でき，それを自らの考えに活用しようとする児童が増えた。

〈キーワード〉 ①基になる考え ②考えをつなぎ合う活動 ③他者の考えのよさ

１ 研究の目標

互いに学び合い高め合う子どもを育成するために，算数科学習の練り合い場面において，考えをつ

なぎ合う活動を取り入れた学習指導の方法を探る。

２ 目標設定の理由

平成20年３月に告示された新学習指導要領・小学校算数科においては，算数的活動がより重視され

るとともに，表現する能力と生活や学習に活用しようとする態度の育成が新しく位置付けられた。今

算数科では，基礎的・基本的な知識・技能の確かな定着と，考える力・表現する力の育成，そして，

算数の楽しさ，よさを実感しそれを活用しようとする態度の育成が求められている。

平成19年４月実施の全国学力・学習状況調査の結果を見ると，基礎的な「知識」の問題に比べて応

用の「活用」問題の通過率が，全国・佐賀県共に大きく下回っていた。また，県独自で実施されてい

る佐賀県小・中学校学習状況調査の結果からも，既習事項を活用する力を付けることが重要であると

考えられる。「活用する力」の育成は，算数科における今日の重要な課題である。

そこで，本研究ではグループの研究課題を受け，算数科における活用する力を，既に学んだ知識や

技能を，自らの考えに生かして新たな問題の解決に臨む発展的な力と考えた。そして，この発展的な

力は，自分の問題解決の基となる既習事項を強く意識させ，他者の考えと自らの考えとのつながりを

明確に示しながら互いの考えを高め合っていくことで育成されると考えた。このことから，学習過程

の練り合いの場面において，児童が既習事項を自らの考えの基として強く意識でき，自らの考えとの

つながりを明確に示しながら考えを高めることができる効果的な指導の在り方について考えようと，

本目標を設定した。

３ 研究の仮説

問題解決的な学習の練り合いの場面において，既習事項を基にして「考えをつなぎ合う活動」を行

えば，自らの考えに既習事項や他者の考えを活用できる児童が育つであろう。

４ 研究の内容と方法

(1) 文献や研究紀要等を通して，算数科における活用する力の育成に関する理論研究及び練り合いの

場面の指導や評価に関する先行事例研究を行う。

(2) 活用する力に関する児童の実態について，質問紙による意識調査及び検証授業単元に関する調査

問題を実施し，その結果を分析する。

(3) 仮説を検証するため，所属校の３年生における図形領域を用いた授業実践を行い，練り合いの場
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面における活用する力を育てる指導方法の在り方について検証し，考察する。

５ 研究の実際

(1) 活用に関する理論研究

「活用」は，平成18年２月の中央教育審議会審議経過報告の中で，習得型と探究型の学習を結び

付ける学習過程として打ち出された。同報告では，学力に関する考え方について，「まず，①基礎

的・基本的な知識・技能を確実に定着させることを基本とする。②こうした理解・定着を基礎とし

て，知識・技能を実際に活用する力の育成を重視する。さらに，③この活用する力を基礎として，

実際に課題を探求する活動を行うことで自ら学び自ら考える力を高めることが必要である。」１）と

し，３つの過程が相互に関連し合いながら力を伸ばしていくものであるとしている。活用は，知識

・技能の定着と考える力の育成の両方に役立つ学習過程としてその充実が重視されている。

「活用する力」について，同報告では「知識・技能を活用し，考え行動する力の重視」２）として

おり，活用を通して思考力・判断力・表現力等の考える力を育成することが重要であると考えられ

る。また，新学習指導要領における算数科の目標には「進んで生活や学習に活用しようとする態度

を育てる」３）とあることから，小学校においては活用しようとする態度を育成することが最も重要

であると考えられる。

活用する力を育成する学習について森敏昭は「学習内容の意味を理解させるためには，学習内容

を子どもたちの既有知識と関連づけるように指導することが大切である。……学習指導の効果を上

げるためには，教師が子どもたちの思考過程を子どもたちにも見えるような形で呈示することによ

って，子どもたちが自ら既有知識を教科学習の知識体型と整合的に関係づけるように指導する必要

がある。」４）と，学習内容を既有知識と関連付けるよう指導することが重要としている。盛山隆雄

も，活用力を付けるための要素の一つとして「知識や考えを関連づける力をつける。（類推的な考

え方）」５）を挙げているように，活用する力の育成のためには「関連付ける力」を育成することが

重要であると考える。

(2) 研究の全体構想

本研究では，問題の解決に既習事項や他者の考えを活

用し自らの考えを高めていこうとする児童を育成するた

め，既習事項を基にして互いの考えの関連付けを行う「考

えをつなぎ合う活動」（図１）を問題解決的な学習の練り

合いの場面に取り入れる。まず，児童に問題解決の基に

なる既習事項に対する意識をもたせ，それを基に自らの

考えを展開させる。そして，その既習事項を基に互いの

考えを比較させながらその関連性について探らせ，自ら

の考えを振り返らせる。さらには，学習の振り返りの中

で，本時の学習を生かした活動について考えさせ，学習

を更なる問題解決へと関連付けていく意識をもたせる。

このように，既習事項や他者の考えと自らの考えを関連

付けさせることで，それらを自らの考えを高める基とし

て活用していこうとする意識が高められると考える。

(3) 授業の実際

ア 実践化への手立て

(ｱ) 自らの考えに既習事項を活用する意識を高めるための工夫

① 自力解決の段階で

② 練り合いの段階で

既習
事項

自らの
考えつなぐ

既習事項

他者の
考え

自らの
考え

つなぐ

意 識

考えの基

比 較

新たな考え
振り返り

活 用

更なる問題解決へ

図１ 考えをつなぎ合う活動
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練り合いの場面において既習事項を活用させるためには，考えの基になる既習事項に対して意識

をもたせる必要があると考える。そこで，まず本時の学習に関連する既習事項や学習経験を振り返

らせ，それを問題解決へ活用していくことを意識させる。そして，「基になる考え」となる既習事

項をノートやワークシートに記述させ，自らの考えがどのような既習事項に基づいているのかを明

確に示させながら，問題に対する自らの考えを展開させる。

(ｲ) 「考えをつなぎ合う活動」による他者の考えを活用する意識を高める工夫

練り合いの場面では，まず「基になる考え」が同じ児童同士で考えを比べ合わせ，互いの考えの

共通点や相違点を見付け出させながら，自らの考えと他者の考えとの関連性を探らせる。次に，学

級全体でそれぞれの考えの比較や意見交換を行いながら，全体を通しての関連性や展開の様相につ

いて考えさせ，きまりや規則性を見いださせていく。その後，他者の考えのよさや自らの考えにつ

いて振り返らせ，他者の考えを自らの考えの確認や発展へ活用しようとする意識をもたせる。

(ｳ) 既習事項を積極的に活用しようとする意識の高まり

既習事項や他者の考えを生かして問題を解決するよさを実感させ，更なる問題の解決へとつなご

うとする意識をもたせることも重要である。そこで，振り返りの場面で，本時の学習を活用した新

たな問題や活動を考えさせ，新たな学習へと継続，発展させる見方をもたせる。

イ 授業実践Ⅰ

(ｱ) 単元について

a 単元名 第３学年「長方形と正方形」（平成20年11月実施）

b 単元の目標 具体的な操作活動を通して，正方形，長方形，直角三角形等の構成要素に着目し，

それらの概念を理解するとともに，それらを作ったり，平面上に敷き詰めたりする

ことができる。

時 主な学習活動
第１時～第５時 折り紙や色板を用いて正方形，長方形，直角三角形を作り，その性質

や定義についてまとめる。
第６時 直角三角形の色板を使って正方形を作る。
(検証授業１／３)

第７時 正方形を半分に分けることができる直線の引き方を考える。
(検証授業２／３)

第８時 合同な形の紙を使って敷き詰め模様を作る。
(検証授業３／３)

本単元においては，図形を構成する要素に着目して特徴的な図形である長方形，正方形，直角

三角形について学ぶ学習と，それらの図形の合成，分解，平面上での敷き詰めを行う学習の２つ

の小単元に分けて実施する。検証授業①では後者を実施するが，折り紙や色板を使った図形の合

成，分解，平面上での敷き詰め活動を行うことで，前者の学習内容を深めるとともに，平面の広

がりや，並べることによってできる模様の面白さや美しさについて感じさせたいと考える。その

同じ直角三角形の色板を組み合わせて，正方形を作ります。
２枚，４枚で正方形ができました。
次に大きな正方形ができる枚数と，その作り方を調べましょう。
【基にする形】 第２学年「三角形と四角形」

正方形のちょうど半分の大きさだけ色を塗りたいと思います。
そのための線のひき方をいろいろ考えてみましょう。
【基にする形】 前時の学習の振り返りから発展

１つの辺の長さが８cmの折り紙を同じ形に切って，
たて12cm，横16cmの長方形に隙間なく敷き詰めます。
折り紙の切り方を考えましょう。
【基にする形】 前時に考えた形
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際，２学年時の学習活動や正方形の定義を基にして自らの考えを展開させ，それを基に互いの考

えを比べ合うことで，児童が既習事項や他者の考えを活用しようとする意識を高めていく。

(ｲ) 手立ての実際と考察

a 既習事項の確認による活用に対する意識の高まり

第６時目では，第２学年時に学習した直角二等辺三角形の色

板２枚と４枚で構成できる形を基にして，更に大きな正方形の

作り方を考えさせ，第７時目では正方形を分ける１本の線４種

類を基にして，正方形を半分の大きさに分けられる線の引き方

について考えさせた（表１）。いずれの場合も，ほとんどの児童

が基になる考えをノートやワークシートに記入し，考えを展開

していくことができた（図２）。第８時目には，折り紙を同じ形

に切って敷き詰める活動を行ったが，前時に学習した形を敷き

詰めに活用する児童が多く，既習の学習を活用しようとする意識

が高まっていることが感じられた。

b 「考えをつなぎ合う活動」による他者の考えを活用する意識の高まり

練り合いの場面では，最初に作った図形を基に比べ合いを行わせ，互いの図形の共通点や相違

点について話し合わせた。基になる考えが同じ児童で比べ合うため，児童はできた形の違いだけ

でなく作り方の違いにまで着目しながら互いの考えを比べ合うことができ，「合わせる」「反対に

塗る」「回す」と形が変わるという考え方を話し合う中で導き出すことができた（表１）。また，

他者の考えを活用する意識を高めるため，学習の振り返り時に「自分の考え」と「友達のよい考

え」をノートに記述させ，その記述内容から他者の考えの活用

に対する意識についての分析を行った（図３）。第６時目では「み

んないろいろな作り方をしていてよかった。」等，考えが多様で

あることがよいとする記述が多かった。第７時目になると，「Ｍ

君の線がある所が分かりやすかった。」「Ｋ君の長方形と直角三

角形が合わさっているのですごい。」等，他者の考えに対して自

らが思ったことの記述が増えており，他者の考えのよさを見取

ろうとする意識の高まりが感じられた。また，第８時目になる

と，「Ｔ君の形を使おうと思った。」「ＨさんとＳさんのおかげで

思いうかんだ。」等，他者の考えを基にして自らの考えを展開し

表１ 既習事項を考えの基として，互いの考えをつなぎ合う活動

第６時 第７時

正方形を組み
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図２ 既習事項の記述，自ら
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図３ 友達のよい考え

（検証授業①）
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たという記述も見られ，考えを活用する意識が高まってきていることが感じられた。

ウ 授業実践Ⅱ

(ｱ) 単元について

a 単元名 第３学年「箱の形」（平成21年１月～２月実施）

b 単元の目標 箱の形をしたものについての観察や構成等の作業的活動を通して，図形を構成す

る要素を理解する。

時 主な学習活動
第１・２時 いろいろな箱の面の形を紙に写し取り，形や数を比べ，その違い
(検証授業１・２／３) について考える。

第３時 画用紙を使って箱を作り，同じ形の面がどのような位置関係にあ
るかを調べる。

第４時 ストローを使って箱の形を作り，ストロー(辺)の長さや本数を調
べる。

第５時 ５つの正方形をつなげたペントミノを基に，さいころの形になる
(検証授業３／３) 展開図について考える。

第６時 画用紙に展開図を描いて，任意の箱を作成する等，前時までの学
習の「もっと知りたいこと，もっとしてみたいこと」を基に学習の
確かめに取り組む。

本単元においては，実際に箱を作る活動を中心として学習を展開していく。まずは身近にある

箱の面を写し取る活動を通して，立体図形である箱やさいころの特徴について，平面図形である

長方形，正方形の視点から考えさせる。次に，切り取った面や辺から箱の形を作っていく活動を

通して，図形の構成要素である面や辺，頂点についての理解を深めていく。そして，さいころの

形を構成できる展開図を考える活動を取り入れ，平面と立体を関連付けて考えることができるよ

うな図形的感覚を育てていく。さらに，学習を通して自分が作ってみたいと思った形を構成する

活動を取り入れ，立体図形に関する興味を高め，学習内容のより一層の理解を図る。

(ｲ) 手立ての実際と考察

a 「考えをつなぎ合う活動」による他者の考えを活用する意識の高まり

検証授業②では，多様な考えに共通する性質を見付け出させながら，きまりや規則性を探って

いく練り合い活動を行った。第１・２時目では，身の回りの箱

について，写し取った面の形を基に「長方形だけの箱」「長方

形と正方形がある箱」「正方形だけの箱」に分類させた後，そ

れぞれの箱の特徴について詳しく調べさせていった（次頁表

２）。すべての箱に共通することを考えていく中で，児童は「箱

は全部６面で，向かい合っている面は同じ大きさ」であるとい

う性質を見付け出すことができた。第５時目では，正方形５枚

でできる形（ペントミノ）のうち３種類を基になる考えとして

提示し，それを基に立方体の展開図を作らせた。同じペントミ

ノから作った展開図を比べ合わせていく中で，児童は「１つの

箱の面の形をワークシートに写し取り，面の形について調べましょう。
【基にする学習】 長方形と正方形の定義

正方形を５枚組み合わせた形に，あと１枚正方形を付けるとさいころの形
ができます。正方形を付けることができる場所を見付けましょう。
【基にする学習】 パズル遊び，箱の定義，正方形の定義

図４ 友達のよい考え
（検証授業②）
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表２ 練り合いの場面で互いの考えをつなぎ合う活動

第１・２時 第５時

４種類の形ができました

どれも面は
６つ

面の形で分けると３種類ある。 ３種類のパズルを基にして考える。

向かい合う面は
同じ形だ

私たちも
４つです

基
に
な
る

考
え

考
え
を
比
べ
合
い

関
連
性
を
探
る

自
ら
の

考
え

・ 長方形だけの箱
・ 長方形と正方形の箱
・ 正方形だけの箱

図５ もっと知りたい，してみたいこと

形に正方形が付けられる場所は４箇所で，４種類の形ができる」という考えを導き出すことができた。

また，検証授業①と同様に「自分の考え」と「友達のよい考え」についてノートに記述させたが（前

頁図４），「Ｔ君が向かい合う面は同じといったのが本当だった。」「話し合いをしているときにＳさん

が４種類しかないよって言っていました。」等，他者の考えのよさについての具体的な記述が増えて

いた。また，「長方形と正方形が一緒にある形を知らなかったけどＨさんのを見てあるんだなと思い

ました」「赤，青の色は上の正方形の数が１つだけど，黄色の形は２つあるということを聞いてなる

ほどと思った」等，他者の考えによって理解できたという記述も増えていた。他者の考えのよさを見

付け，それを活用しようとする意識が高まっていると感じられた。

b 既習事項を積極的に活用しようとする意識の高まり

学習したことを更なる問題解決に活用しようとする意識の高まりについて検証を行うため，検証授

業①・②を通して，本時の学習で「もっと知りたいこと，してみたいこと」を考えさせ，ノートに記

述させた（図５）。検証授業①では，「きちんと形を作りたい」「友達の形で作りたい」といった活動

の繰り返しや，「もっと（色板や線の）数を増やしたい」「大きいものでしてみたい」といった活動を

発展させながら継続したいとしている記述が多かった。検証授業②の第１・２時目においても「もっ

といろんな箱を調べたい」等，活動を継続したいとする記述が多かったが，「（きまりは）まだありそ

うで，してて分かりたい」といった，活動の継続によって学びを高めたいとする記述も見られた。ま

た，「直角三角形（の面がある箱）ができるのか知りたい」等，学習で生じた疑問点についての記述

も多く見られ，本時の学習を新たな課題へつなげる見方をもつようになってきたと考える。第５時目

では，「展開図の違うのをしたい」「最初の形を他の形でしてみたい」等，課題を発展させる記述が多

かった。これは，多数あるペントミノのうち３種類しか課題として取り上げなかったため，練り合い

で導き出された「１つの形から４つの展開図ができる」というきまりを確かめたいという意欲が児童

に高まっていたからと考える。これらのことから，学習

の発展性について考えさせることは，本時の学習を更な

る問題解決へとつなげていこうとする児童の意識を高め

ることに有効であると考える。また，記述内容を実際に

活動させるため，学習のまとめである第６時目に「もっ

と知りたいこと，もっとしてみたいことをやってみよう」

を実施した。児童は「もう１回，面が６つか調べる。」

といった単元内の学習経験を確認する活動を行ったり，

「直角三角形(がある)箱を作る。」といった疑問点につ

(％)
100

80

60

40

20

0
※ 第

５
時

第
１
時

第
８
時

第
７
時

第
６
時

検証授業① 検証授業②

１
人

11
人

５
人

11
人

８
人

６
人

４
人
３
人

５
人

５
人

13
人

２
人

２
人

２
人

１
人

４
人

１
人

３人

※検証授業②
第１時は欠
席３人

無回答

疑問点・知
りたいこと

他者の意見
の取り入れ

問題を発展
させた活動

活動の継続
や繰り返し
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表３ 活用に関する調査問題

検証授業①の調査問題 検証授業②の調査問題

四角形の半分だけ色を塗りましょう。 【事前の調査問題】
正方形５つをつない

でできる形をたくさん
見付けましょう。

【事後の調査問題】
正方形６つをつないで

さいころができる形をたく
さん見付けましょう。

・ 形を組み
合わせる

・ 反対側を
塗る

・ 回してみ
て確かめる

面が重ならな
いようにして
正方形５枚に
１つ付ける

いての確かめ活動を行ったりする等，発展的な学習活動に意欲をもって取り組むことができた。

エ 活用する力について

(ｱ) 意識調査から見た活用する意識

全児童18人に対して，検証授業の前後に活用に関する意識調査を行った。既習事項の活用に関す

る項目「前に勉強したことを使ったか」については，検証授業前及び検証授業①後が18名（100％），

検証授業②後が16名（89％）の児童が「使った」と回答していた。「使っていない」と回答した児

童についても，ノートに既習事項を記述していたことから既習事項を使おうとする意識をもち続け

ることができていたと考えられる。他者の考えの活用に関する項目「友達の考えになるほどと思う

ことはあったか」については，授業前及び検証授業①後が17名（94％），検証授業②後が18名（10

0％）の児童が「あった」と回答していた（図６）。

「たくさんあった」とする児童はやや減少してい

るものの，授業におけるノートの記述に友達の考

えの具体的なよさを記述している児童が増えてい

ることから，他者の考えを活用しようとする意識

が高まっていると考えられる。

(ｲ) 調査問題から見た活用する意識

児童が更なる問題解決に取り組む際に，既習事項を活用しようとする意識が高まっているかを調

べるため，各単元の実施前後に学習内容に関連する調査問題を実施した（表３）。検証授業①では

事前事後共に正方形を半分だけ塗る問題について考えさせた。授業前の調査では四角形内のマス目

を数えて半分に塗り分けた解答が多かったのに対して，授業後には斜線を使って同じ形に分けたも

のを塗り分ける解答や練り合いで取り上げた合成や反転，回転の考え方を取り入れている解答が多

く見られた（図７）。このことから，児童が学習したことを解答に活用していることがうかがえた。

検証授業②では，授業前の問題では正方形を５つつなげてできる形（ペントミノ）を，授業後には

立方体の展開図を作図する問題に取り組ませた。事後の問題は難易度が高かったため，事前の問題

より増えることはなかったが，児童はどちらの問題も数多く解答することができた（図８）。中に

は練り合いで取り上げた「１つの図形には４箇所付けられる」という考えを使って解答している児

童数も多く，既習事項を積極的に活用しようとする姿が見られた。

たくさん
あった

幾つかあ
った

あまりな
かった

ぜんぜん
なかった

図６ 友達の考えになるほどと思ったか

0 5 10 15

授業後

授業前

(個)

図７ 検証授業Ⅰ調査問題の解答数の平均の

変化(誤答，重複図形を除く)

0 5 10 15

展開図

ペントミノ

図８ 検証授業Ⅱ調査問題の解答数の平均の

変化(誤答，重複図形を除く)

(個)

検証授業前

検証授業①後

検証授業②後

0 20 40 60 80 100(％)

１人

14人

11人

12人

３人

５人

７人

１人

13.2

11.7 (4.1)

(2.4)
10.5

7.8

解答のうち斜線を使った数
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６ 研究のまとめと今後の課題

(1) 研究のまとめ

ア 既習事項を基にして自らの考えを展開させることで，既習事項が考えを展開するための手掛か

りとなり，児童は多様な考えを引き出すことができた。そのことにより，児童の問題解決に対す

る意欲を高めることができた。

イ 練り合いの場面において既習事項を基にして考えをつなぎ合わせることで，他者の考えとの共

通点や相違点を比べる際に，児童は「どこまでが同じ考えなのか」「どのように展開したから形

が違ってきたのか」等，考え方の展開の違いにまで着目することができた。また，基になる考え

が違う児童との共通点を見付け出させていくことで，児童は規則性に気付くことができた。児童

はこれらの学習を基に自らの考えの振り返りや他者の考えのよさを見取りを行い，自らの考えの

高まりへとつなげていくことができた。

ウ 本時の学習を更なる問題解決へとつなげていく意識をもたせることで，児童に学習内容の関連

性や継続性を感じさせ，新たな学習への期待をもたせることができた。また，自らの疑問点を明

らかにさせたり，活動内容を考えさせたりすることで，児童は学習に対して発展的な考えをもつ

ことができ，学ぶ意欲を高めることができた。

(2) 今後の課題

ア 自力解決場面において，問題解決に生かすことのできる既習事項を児童自らで見付け出し，選

ぶことができる学習の在り方を探る。

イ 練り合いの場面において共通点や相違点について児童が考えていく中で，「よい考え」を見付

け出し，それを自らの考えに生かしていくことができるよりよい手立てを探る。
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